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交
流
で
深
ま
る
絆

友
好
を
こ
れ
か
ら
もこのロゴは幾何学模様が特徴の中国格子をモチーフとし、

友好都市締結から「30」年という節目と、友好都市である浦
添市と泉州市が仲良く並び合う様をイメージしています。

浦添市・泉州市友好都市締結30周年記念ロゴ

　
９
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、泉
州
市
か
ら

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
泉
州
委
員
会
の
陳

燦
輝
主
席
を
団
長
と
す
る
19
人
の
友
好
訪
問
団

が
浦
添
市
を
訪
れ
、浦
添
市
泉
州
市
友
好
都
市

締
結
30
周
年
を
祝
い
、記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
芸
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、泉
州
市
を
代

表
す
る
伝
統
芸
能
の
木
偶
操
り
人
形
や
南
少
林

武
術
な
ど
泉
州
市
の
芸
能
団
に
よ
る
数
多
く
の

演
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、祝
賀
会
で
は
琉

球
舞
踊
や
空
手
な
ど
が
披
露
さ
れ
、お
互
い
の
伝

統
芸
能
を
一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
浦
添
市
と
泉
州
市
の
交
流
の
歴
史
は
古
く
、

ち
ん

さ
ん
き

❶記念品交換。写真は泉州市からの記念品で錫製の船の工芸品❷会場全体で浦添
市と泉州市の市歌斉唱 ❸泉州市文化・芸能プログラムのフィナーレ ❹華やかな衣装
で舞う姿が印象的な舞踊 ❺まるで生きているような動きをみせた木偶操り人形 ❻
表現豊かな歌声で観客を魅了した南音 ❼気迫のこもった南少林武術 ❽浦添市役所
訪問。多くの人が中国の旗を振りながら出迎えた ❾式典受付の琉球交易港図屏風
の前で集合写真 ●市役所1階ロビーで行われた泉州市パネル展 ●てだこホール前
の記念植樹 ●●琉球舞踊（浦添市文化協会）●空手演武（浦添高等学校空手道部）
●箏曲演奏（浦添市文化協会）●太鼓・獅子舞演舞（鼓衆若太陽）
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1
3
7
2
年
、浦
添
市
に
居
城
を
構
え
て
い
た

中
山
王
察
度
が
朝
貢
の
た
め
に
明
の
太
祖
洪
武

帝
の
下
へ
、弟
・
泰
期
を
初
め
て
遣
わ
し
、そ
の
時

入
港
し
た
の
が
現
在
の
泉
州
・
后
渚
港
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
交
流
を
受

け
、1
9
8
8
年
９
月
に
友
好
都
市
と
し
て
締

結
し
て
か
ら
、両
市
は
文
化
や
教
育
、ス
ポ
ー
ツ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
交
流
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
陳
主
席
は「
今
回
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
引
き

続
き
文
化
や
経
済
、人
的
交
流
な
ど
を
深
め
、明

る
い
未
来
に
向
か
っ
て
共
に
励
ん
で
い
く
こ
と
を

祈
念
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、更
な
る
友
好
を
誓

い
ま
し
た
。

た
い
　き

こ
う
し
ょ
こ
う
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●
市
史
編
纂
業
務
の
一
環
と
し
て
、か
つ
て
琉
球

の
先
人
た
ち
が
中
国
へ
朝
貢
し
た
足
跡
を
訪
ね

る
た
め「
中
国
進
貢
使
路
の
旅
」で
泉
州
市
を

訪
れ
、歴
史
的
検
証
を
実
施

●
友
好
都
市
締
結
調
印
式（
9
月
23
日
）

●「
浦
添
市
武
術
交
流
友
好
訪
華
団
」が
中
国

を
訪
問
。泉
州
市
と
福
州
市
で
武
術
空
手
・
琉

球
舞
踊
交
流
大
会
を
開
催

●
友
好
都
市
締
結
5
周
年
記
念
式
典
に
出
席

●
友
好
都
市
締
結
10
周
年
記
念
式
典
を
浦
添

市
で
開
催

●
浦
添
市
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
開
催

●
浦
添
市
・
泉
州
市
小
中
学
生
交
流
事
業
覚

書
締
結

隔
年
で
小
中
学
生
交
流
団
を
派
遣
・
受
入

●
友
好
都
市
締
結
15
周
年
記
念
式
典
に
出
席

●
泉
州
市
青
年
商
会
経
済
貿
易
代
表
団
受
入

●「
泉
州
市
と
中
国
経
済
視
察
の
旅
」訪
問
団

を
派
遣

●
友
好
都
市
締
結
25
周
年
記
念
式
典
に
出
席

●
友
好
都
市
締
結
30
周
年
記
念
式
典
を
浦
添

市
で
開
催

●
平
成
30
年
11
月
16
日

こ
れ
ま
で
の
交
流
が
高
く
評
価
さ
れ
、中
国
武

漢
市
で
開
催
さ
れ
る
2
0
1
8
年
中
国
国
際

友
好
都
市
大
会
に
お
い
て「
対
華
友
好
都
市

交
流
協
力
賞
」を
受
賞
予
定

　平成 23 年から浦添市・泉州市の小中学生交流事
業に通訳者として関わっています。最初は言葉や環境
に不安がっている子どもたちが帰る頃には生き生きと積
極的になっている姿を見ると、この事業に関わることが
できてよかったと感じます。子どもたちにとって有意義な
交流になるために、両国の文化を知っているからこそ伝
えられることを、通訳や事前学習の場で取り入れるよう
心がけています。
　海外に行くことも、泉州市の子どもたちが浦添市を訪
れるときにホームビジットの受入先になることも国際交流
の一つです。短い時間ではありますが、泉州市の子ど
もたちと同じ時間を過ごすことで、海外を身近に感じる
良い機会だと思います。
　お互いの絆をつなぎ続けるためには、将来を担う子ど
もたちがお互いの文化や国際交流の重要性を理解して
いくことが大切なので、
もっと多くの方にこの
事業を知ってもらいた
いです。

海外を身近に感じる
チャンスを大切に

新しい自分を
発見できる！

　　　って
こんなところ！！

　泉州市は中華人民共和国福建省東南
沿海に位置しており、福建省の経済中心
地で、GDPは19年間連続、福建省の第１
位となっています（1999年‐2017年）。歴
史的な伝統芸能や景観を残しながら、産業
的にも豊かな都市でもあります。

泉州市発祥の「泉
州南少林武術」の
一本指の禅。

紡績服飾、靴、石油化学工業、機械装備、建築
建材、食品飲料などの６大産業クラスターを
有する。写真は靴と服飾の製造作業現場。

南少林寺
拳法の中心

ブランドの都
「崇武古城」は明の時代に建てられた海岸防
衛城であり、「丁」字型の石造りの古城の中で
最も完全な状態で残る城である。

中国最古の城

四方八方に通じる都市。交通工業と国民経済
の発展に伴い、都市交通の品質も急速に向上。

都市交通の発展
中国茶文化の主要な発祥地の一つであり、中
国国内最大のウーロン茶生産と輸出地でも
ある。写真は茶芸の披露の様子。

名茶“鉄観音”の産地

泉州市

林 玲 さん 上原 有紀 さん
・高校 3年生
・平成 27年度小・中学生
　交流事業に参加

・レオスポ株式会社 取締役
・中小企業庁沖縄県
　よろず支援拠点コーディネーター

　泉州市との交流事業に参加し、初めての海外で泉州市
に行きました。学生たちのレベルの高い芸能や豪華な食事
など盛大な歓迎が印象に残っています。泉州市の子どもた
ちは言葉がうまく伝わらないときも手を引いて交流してくれ
て、その積極的な姿にすごく刺激を受けました。言語を自由
に使いこなすキャビンアテンダントに憧れ、もっと中国語を勉
強したいという思いから、高校では中国語を学ぶことができ
る学校を選びました。また、今でも中国の友だちとSNSでつ
ながり、お互いの言語を教え合っています。交流事業に参
加することでやってみたいことが増え、積極的に行動するこ
とができるようになりました。
　海外に行くことは簡単ではないけれど、普段体験できない
文化、生活を知ることで視野が広がり、新たな自分を発見す
ることができました。自分の目で見ることによって感じること、
得ること、心に響くものが絶対にあるので、皆さんにもぜひ参
加してほしいです。
※ホームビジットとは、外
国人が宿泊を伴わず短
時間家庭訪問し交流す
ること。

浦添市と泉州市をつなぐ人

2001200320052007 西暦1981年

昭和56年
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12年13年15年17年19年
2013

25年

2018

30年

南少林寺拳法を体験 中国でのホームビジット先の家族

浦添市と泉州市では、国際感覚を身につけた人材の育成を図り、それぞれの文化に対する理解と友好の絆を深める目的で、
平成13年から隔年で小中学生交流団の派遣・受入を行っています。交流事業に参加した2人にその魅力を聞きました。

（泉州市人民政府ホームページより）

～泉州市パネル展から～

泉
州
市
交
流
の

あ
ゆ
み

中国最大の
道教石彫り像

「老君岩」
ろうくんがん

日本

中華人民共和国

●台湾
●浦添市福建省泉州市●

北京市
●

●上海市

「六勝塔」は宋元時代の泉州港入り口の航路標
識。2012年、泉州港は「億トン港」に昇格した。

「海のシルクロード」出発点

総面積

総人口

市　花

言　語

11,015㎢（浦添市の約565倍）
865万人（2017年末）
刺桐花
主に北京語、閩南語

びんなんご

でいご
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改めて確認しておきたい！

停電や断水に備え、非常品のチェック！

９、10月に沖縄を通過した台風第 24号と第 25号は記録的な大雨や暴風をもたらし、
大規模な停電も発生しました。台風や大雨などによる災害はいつ起こるかわかりません。

災害から身を守るために、この機会に日ごろの備えを見直してみませんか。

もしものときの風水害対策

浦添市防災行政
速報メール配信サービス

〈 家族の防災メモ 〉

屋外においている物干しざおや物干し台は寝かせ、
自転車なども風で飛ばされないように柱などに結び
付けておく。

1

風で飛ばされそうな植木鉢やごみ箱などは、室内に
入れておく。2

側溝にたまった落ち葉などを取り除き、排水をよくす
る。雨どい・雨水ますの掃除もしておく。3

窓や雨戸をしっかり閉め、外側から板などで補強し、
かわらやトタンも飛ばされないように補強しておく。4

給水タンクのふたはしっかり閉め、水をためておく（た
めた水は断水したときに生活水等に利用できます）。
タンクが空のままだと強風により飛ばされたり、破損
することがあり危険です。

5

浦添市 防災メール

一人１日３ℓ
が目安。

飲料水
夜間、すぐに手
の届く場所に。
予備電池は少
し多めに。

懐中電灯、電池
情報収集に欠
かせない電灯
と一体型のも
のも便利。

ラジオ
持病の薬、胃
腸薬、消毒液、
包帯など

医療品

現金、通帳、
印鑑など

貴重品 食料品
多機能なもの
が便利です。

缶切り
ガス切れや湿気に
注意。防水マッチも
市販されている。

マッチやライター

水に濡れない様に
ビニール袋に保管
する。

ろうそく
下着、ジャンパー、
タオルなど。
怪我を防止
するための靴。

衣類、運動靴

落下物や飛来物から頭を保
護するもの。ガレキの撤去や
救助に、厚手のものを用意。

ヘルメット、
軍手

寝具

カップ麺、乾パン、
缶詰、チョコレート
など。※赤ちゃんがいる家庭
は粉ミルク・ほ乳瓶なども。

寝袋や
サバイバル
シートなど。

※写真は浦添市地域防災計画に伴う広報班による災害記録から

最新の情報をこまめにキャッチ！

　家族と自分の身を守るためには、事前の準備
と話し合いを持つ事が重要です。まずは家から
の避難場所、連絡網から決めておきましょう。

台風の事前対策は
しっかりと！

家族と事前に
話し合おう！

【問い合わせ】
浦添市 防災危機管理室（内線 2021）

いざというとき困らないために、非常持出品を揃えておきましょう。
家族構成を考慮して、各家庭で必要な物を加えましょう。

　「浦添市防災行政速報メール配信サービス」は、浦添市から
の防災情報、行政情報を「直接」かつ「迅速」にお届けするサー
ビスです。パソコンや携帯電話などのメールアドレスをお持ち
であれば、どなたでもご利用いただけます。

登録方法など詳しくはホーム
ページをご覧ください。

テレビやラジオ、市ホームページなどで最新の気象情報や避難情報に十分注意してください。

1番の連絡先

家族の避難所

保存版 万が一の事態に備え、家庭の防災対策を
するために、ぜひご活用ください。
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伝
え
て
い
ま
す
。
是
非
、ネ
ッ
ト
で
も「
長

谷
川
和
夫
」
と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
ヒヒ
月
は
介
護
月
間
で
も
あ
り
、
そ

の
関
係
で
浦
添
市
で
も
い
ろ
い
ろ
な
催
し

物
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
幾
つ
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
住
め
る
浦
添
市
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
長
谷
川
先
生
の
最
近
の
言
葉

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
非
常
に
重
要
な
の
は
、
生
き
て
い
る

こ
と
の
尊
さ
。
全
世
界
の
何
十
億
人
の
中

で
僕
と
同
じ
人
生
を
生
き
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
。
だ
か
ら
尊
い
。
自
分
自
身
の

こ
と
を
尊
い
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま
し
い

け
れ
ど
、
そ
れ
は
あ
な
た
に
も
、
皆
さ
ん

に
も
い
え
る
。
一
人
ひ
と
り
が
み
ん
な
尊

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
。
僕
は
こ
れ
か
ら
も
明
る

い
気
持
ち
で
、
笑
う
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
く
」

　

私
が
心
か
ら
尊
敬
す
る
方
の
お
一
人

に
長
谷
川
和
夫
と
い
う
医
師
が
い
ま
す
。

現
在
ベペ
歳
で
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修

東
京
セ
ン
タ
ー
名
誉
セ
ン
タ
ー
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
方
で
す
。
認
知
症
を
識

別
す
る「
長
谷
川
式
認
知
症
ス
ケ
ー
ル
」

を
開
発
し
た
お
医
者
さ
ん
で
、
介
護
関

係
者
で
こ
の
長
谷
川
式
認
知
症
ス
ケ
ー

ル
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
く
ら
い
有

名
な
の
で
す
。
今
か
ら
約
ヒパ
年
前
、
私

が
ま
だ
ピパ
代
後
半
、
現
役
バ
リ
バ
リ
で

介
護
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
た
頃
、
認

知
症
介
護
を
指
導
す
る
資
格
を
取
る
た

め
に
、
前
述
の
東
京
セ
ン
タ
ー
に
３
か

月
間
泊
り
込
み
直
接
教
え
を
い
た
だ
い

た
先
生
で
す
。
そ
ん
な
認
知
症
医
療
の

第
一
人
者
の
大
先
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

偉
そ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
も
、
何
か
を

上
か
ら
教
え
て
や
る
と
い
う
高
慢
さ
も

な
く
、
い
つ
も
穏
や
か
で
ニ
コ
ニ
コ
と

し
な
が
ら
私
た
ち
研
修
生
の
声
に
も
謙

虚
に
耳
を
傾
け
て
い
た
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

そ
ん
な
長
谷
川
先
生
が
昨
年
、
自
ら

の
認
知
症
を
公
表
し
、
発
症
後
に
感
じ

た
こ
と
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
の
認
知
症
の
権
威
が
自
ら
発
症
し

て
初
め
て
理
解
で
き
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
、
素
直
に
語
り
、
あ
り
の
ま

ま
で
い
る
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を

長
谷
川
和
夫
医
師

にんにく（みじん）………3g
鶏もも肉………………100g
しめじ（ほぐす）………75g
ピーマン（千切り）……30g
たまねぎ（千切り）……100g
赤パプリカ（千切り）…50g
チキアギ（千切り）……25g
スパゲッティ（乾）　……225g
※チキアギとは、練り魚肉に人参、ごぼ
うを入れて油で揚げたかまぼこのこと

●調味料
油………………小さじ1杯強
料理酒……………小さじ2杯
しょうゆ…大さじ1と1/2杯
てだ桑茶…………小さじ3杯
塩………………小さじ1/2杯
こしょう………………少々
顆粒だし………………少々

①材料を食べやすい大きさに切っておく。
②スパゲッティをゆでておく。
③フライパンに油を入れ、にんにくを入れ
　て、鶏肉・しめじ・野菜・チキアギを炒める。
④材料がやわらかくなってきたら料理酒、
　しょうゆ、てだ桑茶を入れて炒める。
⑤④に、ゆでておいたスパゲッティを入れ
　て炒める。塩、こしょう、顆粒だしで味
　をととのえ、お皿に盛りつけて完成。

しまグワスパゲッティ

栄養成分表示（１人あたり）
Ȱɕɳȶʀ228ㄌ㄄㄂ㄍ⾾ǮȢȀǞ✤11ハピㄈ⾾ȳɳȿȮɨフ1ㄎㄈ

⃇✤ピハ0ㄈ⾾ⳒᢼέỺ2ハプㄎㄈ⾾᠂ᕮكᢼピヘハ2ㄈ

⧘ո1ハ1ㄎㄈ⾾Ⳓदᭀഝ⦖0ハペㄈ

ɴȿɜံϜ⿉当山共同調理場 天久 一樹

材料（５人分） 作り方

しまグワスパゲッティ
᪀ߩ⪲ߩ㚅ࠅ⼾かࠫ࠯࡯ࡌࡁࠚ㘑

14品目

９月８日桑の日にあわせて、当山調理
場管轄の学校給食で提供し好評でし
た。ぜひご家庭でも作ってみて下さい。

てだ桑茶（パウダー）は、サンエー
各店舗、老人福祉センター、浦添
市役所内売店で販売しています。

介護と福祉を体験する

第５回 バリアフリーオリンピック
会場：浦西中学校

11/25 日

認知症介護劇

ペコロスの母に会いに行く
会場：国立劇場おきなわ

11/29 木

うらっしー市民公開講座

知って安心 認知症
会場：てだこホール市民交流室

12/8 土

認知症の普及啓発

RUN伴2018沖縄
11/25 日

問い合わせ　健康づくり課　 ☎ （内線3660）
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ȓ ȍ Ǟ

ቻ ʹ
ǹ ǹ Ȏ

ᘬ ǰȒȢ⾷2 ᔆ⾸チチ΁᱄ࢀ

 ՜
ǹ ǝ Ǥ

ᖰ ǰȒȢ⾷2ɾ月⾸チ

お腹空い
てる

のかな～
(≧▽≦

) 笑顔で
家族を

和ませ
ます♡

お揃い嬉しい～♡

ɱɻɉɇȬɨ Lunch Time
　午後１２時になると、浦添市役所内に浦添市歌がスピーカー

から流れる。明るくて、元気のある曲だが、未だに歌詞が何だ

か分からない。最後の「う・ら・そ・え・しー！」、が一番印象

的で、他の歌詞が頭に残らない。「しー！」の伸ばし音が耳に

響き、ランチタイムが始まったことがはっきり分かる。電気が

少しずつ消されるにつれて、周りが一人ずつ立ち上がり、それ

ぞれの昼食の準備を始める。私も同じように、注文した小サイ

ズ弁当を取り、ゆっくりと弁当を食べる。

　食べている途中、早く食べ終わった人が鞄から歯ブラシを

取り出し、お手洗いの方へ向かおうとする。「清潔さを大事に

しているのだろう」と思いながら、自分の弁当の残り物を食べ

切る。弁当の輪ゴムを保存して、片付けようとすると近くの湯

沸室から、歯を磨いている音が聞こえてくる。「にんにくを食

べたのだろう」と納得し、ごみ捨て場へ向かう。湯沸室をとお

り、歯を磨いている様子が視線に入る。ごしごし。歯磨き音が

響く。

　急いでごみを捨てて、お手洗いへ向かう。湯沸室の歯磨き

音が遠くなるが、正面からまた聞こえてくる。ごしごし。考えて

みれば、ハワイでは昼食後に歯磨きする人は滅多にいなかっ

た。日本で留学した時にも見覚えがない。それなのに、まさに、

目の前に歯を磨いている人がいる。そして、その様子に面食ら

う私がいる。

　音が鳴るたびに、不思議に思ってしまう。そんなランチタイ

ムを過ごしている。

　The Urasoe City Anthem plays from the speakers 
throughout Urasoe City Hall as the clock strikes twelve. 
While the music is cheerful and bright, I still do not know 
what the lyrics are. The final “U-ra-so-e-shi-!”  is the only 
part that sticks. As the “shi-”  sound rings in my ears, I 
realize that lunchtime has started. The lights slowly fade 
out, and one-by-one, people begin to get ready for lunch. I 
do the same, grabbing the small-sized lunch that I ordered 
and slowly begin to eat.
　As I am eating, someone who finished eating takes 
out a toothbrush from his bag and heads toward the 
restroom. Cleanliness must be important to him , I think 
as I finish eating my lunch. I save the rubber bands from 
my lunchbox, and as I begin to clean up I hear the sound 
of brushing from the nearby washroom. Perhaps he ate 
some garlic , I assume and head to the trash bin. I pass 
by the washroom and see someone brushing his teeth. 
Brush, brush. The sound of brushing echoes.
　I hurry along and head to the restroom. While the 
sound of brushing from the washroom fades away, I begin 
to hear more brushing coming from the restroom. Brush, 
brush.  When I think about it, there were not many people 
who brushed their teeth after lunch in Hawaii. Even when 
I studied abroad in Japan, I don’t remember seeing anyone 
do so. But, right now, someone is brushing their teeth 
right in front of me. And I’m just so bewildered by it.
　I cannot help but find it strange each time I hear 
brushing during lunch.

vol.3



市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
て
だ
こ
市
民
大
学
開
学
10
周
年

記
念
特
別
公
開
講
座「
発
達
の
気
に

な
る
子
と
親
の
伴
走
的
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
」
～
親
子
の
支

援
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
～

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
支

援
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
親
子
が
安

心
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会

の
実
現
の
必
要
性
と
共
に
、
事
業
化

し
た
経
緯
や
内
容
を
伺
い
ま
す
。

日
時　

12
月
5
日（
水
）
午
後
7
時

30
分
～
午
後
9
時

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

講
師　

鈴
木 

ミ
ナ
子 

氏
（
一
般

社
団
法
人 

S
u
p
p
o
r
t   

P
a
r
e
n
t
i
n
g 

L
a
b.
代
表
）

費
用　

5
0
0
円

定
員　

40
人

申
し
込
み　

11
月
30
日（
金
）
ま
で

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
0
5

■
救
急
法
講
習
会（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
いチ

思
い
を
ワ
ザ
にチ

救
急
法
」

　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法
な
ど

日
時　

11
月
17
日（
土
）
午
後
１
時

～
午
後
４
時

場
所　

消
防
本
部 

２
階
講
堂

定
員　

30
人（
浦
添
市
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

11
月
16
日（
金
）
ま
で

（
受
付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

　

12
月
の
総
合
健
診（
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み　

①
11
月
12
日（
月
）
～
14
日（
水
）

②
11
月
26
日（
月
）
～
28
日（
水
）

沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
８
８
９
）
６
４
５
２

実
施
日　

①
12
月
8
日（
土
）
②
12

月
17
日（
月
）

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

w
e
b
予
約
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
が
ん
受
診

券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）
３
２
１
９

■
平
成
30
年
度
第
Ⅱ
期
常
設
展

「
琉
球
漆
芸
と
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
暮
ら
し

の
漆
器
展
」

　

琉
球
漆
器
と
と
も
に
、
当
館
所

蔵
の
日
本
の
漆
器
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

平
成
31
年
２
月
３
日（
日
）

ま
で

場
所　

常
設
展
示
室

観
覧
料　

高
校
生
以
下 

無
料
／
一

般
２
０
０（
１
６
０
）
円
／
大
学
生

１
３
０（
１
０
０
）
円
／
65
歳
以
上

１
６
０
円

※（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
日
・
英
・
中
音
声
ガ
イ
ド
貸
出
無
料

※
毎
週
日
曜
日
は
当
館
学
芸
員
に

よ
る
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。（
他
の
催
事
と
重

な
る
場
合
は
中
止
）

■
よ
み
が
え
る
宮
古
島
の
祭
祀
写

真チ

―
比ひ

が嘉チ

康や
す

雄お

「
神
々
の
古
層
」、

上う
わ

井いチ

幸さ
ち

子こチ

「
太
古
の
系
譜
」
―

　

沖
縄
写
真
界
を
代
表
す
る
写
真

家
・
故
比
嘉
康
雄
と
本
土
の
写
真

家
・
故
上
井
幸
子
が
撮
影
し
た
写

真
約
3
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

11
月
２
日（
金
）～
７
日（
水
）

初
日
午
後
3
時
〜
午
後
7
時
、
最

終
日
午
後
4
時
終
了

場
所　

企
画
展
示
室
、
講
堂

観
覧
料　

無
料

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

11
月
4
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

■
「
仲
地
の
ぶ
ひ
で
展
」
イ
ラ
ス
ト
展

　

県
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・

仲
地 

の
ぶ
ひ
で 

氏
が
手
掛
け
た
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

11
月
10
日（
土
）～
18
日（
日
）

最
終
日
午
後
3
時
ま
で

場
所　

企
画
展
示
室
３

観
覧
料　

無
料

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ　

11
月
16
日（
金
）

午
後
5
時
30
分
か
ら

マタニティスクール
　食事と妊婦健診結果の関連・食事の選び方・グ
ループワーク・体験コーナー・妊婦体験ジャケット・
赤ちゃん人形抱っこ体験など。

対象▶妊婦さんとそのパートナー（市内在住者）
日時▶11月25日（日）午前９時～正午
申し込み▶10月25日（木）～11月21日（水）

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育て

マタニティスクール

出産準備出産準備

　離乳食についての講話・デモンストレー
ション・試食（保護者のみ）

妊婦歯科健診事業

対象▶妊婦さん
場所▶浦添市と契約している歯科医療機関
　　 （親子健康手帳交付時にリストを配布）
費用▶無料（公費負担） ※受診票が必要です。

日時▶11月30日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
対象▶市内在住で４～８か月の乳児    
　　　を持つ保護者
申し込み▶11月27日（火）まで

２歳児歯科健診事業
●歯の診察　●フッ素塗布　
●歯磨きの仕方・保健指導
対象▶２歳～３歳未満の子
　　　 （３歳のお誕生日前日まで）
場所▶浦添市と契約している歯科医療
　　　機関 ※通知書にリストを同封
費用▶無料（公費負担）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは
　預けて来ていただくことをお勧めします。

乳児健診

日　　時▶11月8日、15日、22日、29日
　　　　　　（全回木曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分

１歳６か月児健診

日　　時▶11月7日、14日、21日、28日
　　　　（全回水曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分 

3歳児健診

▶前期（３～４か月児）
　午後１時～午後２時30分
▶後期（９～10か月児）
　午前９時～午前10時30分

受
付
時
間

これから

パパママ
になる

みなさん
へ子育て世

代に

役立つ情
報が

いっぱい
！

●歯・歯周病の診察　●保健指導
５月１日から妊婦歯科健診事業が始まっています。

日程▶11月4日（日）

※５月１日以前に親子健康手帳を交付された人で、妊婦歯
科健診受診希望者には、保健相談センター窓口で受診票を
お渡ししています。

（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー　離乳食についての講話・デモンストレー 乳児健診
日程▶11月4日（日）

乳幼児健康診査日程
問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100 問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

■
第
58
回チ

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福

祉
展

　

障
が
い
を
抱
え
た
人
た
ち
が
手

掛
け
た
絵
画
や
写
真
な
ど
の
素
晴

ら
し
い
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

11
月
14
日（
水
）～
17
日（
土
）

場
所　

企
画
展
示
室
１
・
２
、
講
堂

観
覧
料　

無
料

■
浦
添
市
文
化
協
会チ

第
37
回
文
化
祭

　

協
会
会
員
の
皆
さ
ん
が
手
掛
け

た
芸
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

11
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

最
終
日
午
後
4
時
終
了

場
所　

企
画
展
示
室
、
講
堂

観
覧
料　

無
料

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

■
毎
週
月
曜
日
、

23
日（
金・勤
労
感
謝
の
日
）

30
日（
金・資
料
整
理
日
）

■
浦
添
市
立
図
書
館　

平
成
31
年

度
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

　
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
は
、

雑
誌
の
購
入
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
事
業
者
な
ど
の
名
称
を
雑

誌
カ
バ
ー
に
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

募
集
強
化
期
間　

11
月
１
日（
木
）

～
平
成
31
年
2
月
3
日（
日
）

対
象　

沖
縄
県
内
に
事
業
所
が
あ

る
企
業
、
商
店
、
団
体
、
組
織

対
象
と
な
る
雑
誌　

市
立
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
対
象
雑
誌

リ
ス
ト
」
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

市
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
実
施
要
項
」
を
ご
確
認
の
上
、

申
込
書
を
市
立
図
書
館
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
英
語
の
お
は
な
し
会

　

浦
添
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時　

11
月
6
日（
火
）・
12
月
4
日

（
火
）
午
後
４
時
～
午
後
４
時
30
分

■
お
は
な
し
の
た
か
ら
箱

内
容　

く
わ
っ
ち
ー
さ
び
ら（
マ
ー

サ
ム
ン
の
お
は
な
し
）

日
時　

11
月
10
日（
土
）
午
前
11
時

30
分
～
正
午

そ
の
他　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る「
浦
添
・
沖
縄
の
民
話
」
の

語
り
聞
か
せ
な
ど

■
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

内
容　
『B

e
a

u
ty

 a
n

d
 th

e
 

B
e

a
st

』

日
時　

11
月
11
日（
日
）
午
後
2
時

～（
1
2
9
分
）

場
所　

2
階　

視
聴
覚
室

そ
の
他　

英
語
音
声
・
日
本
語
字

幕
付
き

■
に
こ
に
こ
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　

絵
本
と
手
遊
び
を
中
心
と
し
た

お
は
な
し
会

日
時　

11
月
18
日（
日
）
午
前
11
時

30
分
～
正
午　

対
象　

０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で

受
付
。
11
月
1
日（
木
）～
17
日（
土
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

浦
添
市
立
中
央
公
民
館チ

分
館

☎（
８
７
９
）6
6
4
0

※
F
A
X
兼
用

■
第
33
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り

～
う
ち
す
り
て
ぃチ

あ
し
ば
な
・チ

ま
な
ば
な
・
公
民
館
ま
つ
り
～

　

中
央
公
民
館
や
分
館
で
活
動
し

て
い
る
子
ど
も
か
ら
大
人
、
ま
た

当
館
に
登
録
さ
れ
て
い
る
社
会
教

育
関
係
団
体
が
日
頃
の
活
動
成
果

を
広
く
市
民
に
紹
介
し
ま
す
。

【
開
会
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

市
長
あ
い
さ
つ
他
、
「
ケ
ン
ト
ミ

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
に
よ
る
演
奏

【
舞
台
・
展
示
】
各
団
体
や
公
民
館

講
座
受
講
生
に
よ
る
成
果
発
表

【
展
示
即
売
】
E
M
野
菜
や
ボ
カ
シ

類
、
陶
器
、
バ
ッ
ク
な
ど

【
飲
食
】
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
韓
国

料
理
、
カ
レ
ー
パ
ン
、
ス
イ
ー
ツ
、

飲
み
物
な
ど

【
体
験
】
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
や
民
族
衣

装（
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
）
の
着
付
け

日
時　

12
月
1
日（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
6
時
、
12
月
2
日（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　

中
央
公
民
館
※
専
用
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
か
市
民
駐
車
場
な
ら

び
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日　
毎
週
月
曜
日
、３
日（
土
）文
化

の
日
、９
日（
金
）午
後・10
日（
土
）リ
サ
イ
ク

ル
ま
つ
り
準
備
、23
日（
金
）勤
労
感
謝
の
日

■
自
然
の
つ
る
で
か
ご
づ
く
り

日
時　

11
月
20
日（
火
）
午
後
１
時

～
午
後
４
時

参
加
費　

３
６
０
円

持
ち
物　

剪
定
ば
さ
み
・
持
ち
帰

り
用
の
袋（
レ
ジ
袋
）

定
員　

10
人

◆
不
用
品
提
供
の
お
願
い

　

衣
類
、
中
高
生
の
制
服
、
ベ
ビ
ー

用
品
な
ど
誰
か
に
使
っ
て
欲
し
い

と
い
う
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住

所
を
確
認
で
き
る
免
許
証
等
を
持

参
の
上
、
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く

使
え
る
状
態
で
持
ち
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

•フラダンス・クラウン   
　ジョージショー
•市長あいさつ

•フリーマーケット
•チャリティーバザー
•きもの類掘り出し市
•フード
パン、月桃そば、桑粉のパ
ン、ヤムニョムチキン、わた
あめ、キッチンカーネラ
ミット、飲み物

•フリーマーケット
•チャリティーバザー
•きもの類掘り出し市
•フード
パン、月桃そば、桑粉のパ
ン、ヤムニョムチキン、わた
あめ、キッチンカーネラ
ミット、飲み物

10：00 オープニング

10：30～ 販売

•おもちゃ作り
•小型家電分解
•海のかけらでクラフト
•ハーブ体験
•木のマイ箸作り
•布ぞうり、小物作り、
　さき織など
•昆虫切り絵
•はっぱの工作

10：30～ エコな体験 14：00～ 抽選販売
※無料or実費負担あり リユース商品、自転車

•商品展示…10/1～
•申込受付…10/28～
•最終申込…祭り当日
（午後1時まで可能）

【主催】浦添市　【共催】くるりんの会（運営受託者）

☎（861）3196問い合わせ 住所：浦添市伊奈武瀬 1-8-2

11月11
日（日）

午前10
時～午後

３時
第第14回回第第14回回

リサイクルまつり
場所：浦添市リサイクルプラザ

体験、フード、フリーマーケット
リユース商品、自転車、エコ情報満載！

〈展示〉
•くるりんの会
•PETボトル再生
•環境配慮商品の展示
•シートベルト再利用

〈実演〉
•ダンボールコンポスト
•きびジュース/黒糖作り

2018 年 11 月１日広報13 広報 広報2018 年 11 月１日 12広報

☆
常
設
展
無
料
開
放
日
：
11
月
13
日（
火
）

「
う
る
し
の
日
」

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

開
館
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）※
金

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館（
最
終
入
館
は

午
後
６
時
30
分
ま
で
）

▲ 美術館
ホームページ

▲ 美術館
Facebook

▲ 総合健診
web予約



輝く人たち No.24

分かりやすく　親しみやすく
3分間にかける思い

琉
球
朝
日
放
送
（
Ｑ
Ａ
Ｂ
）
の
夕
方
ニ
ュ

ー
ス
「
Q
プ
ラ
ス
」
で
、
気
象
予
報
士

と
し
て
視
聴
者
に
分
か
り
や
す
く
お
天
気
を
伝

え
る
女
性
が
い
ま
す
。
浦
添
市
港
川
出
身
の
仲

宗
根
朋
美
さ
ん
で
す
。

　

仲
宗
根
さ
ん
が
気
象
予
報
士
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
、幼
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
が
好
き
で
「
い

つ
か
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
を
面
白
く
し
た
い
」
と

い
う
思
い
に
端
を
発
し
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
県
外
の
短
大
へ
と
進
学
し
た

仲
宗
根
さ
ん
は
、
東
京
の
服
飾
メ
ー
カ
ー
か
ら

就
職
内
定
を
も
ら
う
も
、
昔
か
ら
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
内
定
を
辞
退
し
ま
す
。
大
学
卒
業

後
は
、
ラ
ジ
オ
沖
縄
や
Ｒ
Ｂ
Ｃ
で
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
テ
レ
ビ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、
地
元
沖

縄
で
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
も
「
も
っ
と

マ
ル
チ
に
活
動
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
女

優
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
夢
見
て
上
京
し
、

劇
団
東
京
乾
電
池
や
劇
団
山
の
手
事
情
社
に
所

属
し
ま
す
。

　
「
い
つ
か
は
自
分
も
」
と
い
う
思
い
で
必
死
に

演
じ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
が
、「
自
分
が
女
優
と

し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
限
界
を
感
じ
た
」
と

仲
宗
根
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
ほ
ん
の
一
握
り
の
人
た
ち
が
表
舞
台
で
華
々

し
く
活
躍
す
る
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し
、
劇

団
で
活
動
す
る
中
で
、
自
分
の
将
来
が
見
え
ず

長
く
は
や
っ
て
い
け
な
い
」。
そ
う
思
い
始
め
た

仲
宗
根
さ
ん
は
沖
縄
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど

を
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
自
分
の
中
で
演
じ
る
こ
と
と
喋
り
の
仕
事
を

比
較
し
た
と
き
に
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
自
分

に
は
向
い
て
い
る
の
か
な
。
人
と
勝
負
を
し
て

い
く
中
で
自
分
が
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
い

か
な
い
と
勝
ち
抜
い
て
は
い
け
な
い
」
と
仲
宗

根
さ
ん
は
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
役
者
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
っ
て
お
天
気
の
レ
ポ
ー
ト

を
す
る
機
会
が
訪
れ
ま
す
。「
東
京
の
上
空
を
飛

ん
だ
時
に
黄
色
い
層
が
見
え
た
ん
で
す
。
そ
の

正
体
が
排
気
ガ
ス
や
空
気
中
の
チ
リ
や
ホ
コ
リ

だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
が
黄
色
の
空

気
の
層
に
な
っ
て
見
え
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
」。
こ
の
仕
事
を
き
っ
か
け
に
気
象
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
仲
宗
根
さ
ん
は
気
象

予
報
士
の
資
格
を
取
得
す
べ
く
、
劇
団
を
卒
業

し
予
備
校
へ
と
通
い
ま
す
。　

　

試
験
勉
強
は
多
岐
に
渡
り
、
地
上
か
ら
上
空

ま
で
の
大
気
の
仕
組
み
や
地
球
規
模
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
回
り
方
、
風
の
吹
き
方
、
気
圧
の
こ
と
、

天
気
図
を
読
み
込
み
予
報
し
て
い
く
な
ど
、
朝

か
ら
晩
ま
で
毎
日
12
時
間
以
上
猛
勉
強
し
た
末

に
、
7
回
目
の
ト
ラ
イ
で
難
関
と
言
わ
れ
る
気

象
予
報
士
の
試
験
に
合
格
し
ま
す
。「
正
直
何
度

も
勉
強
を
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
当
時

の
心
境
を
明
か
す
仲
宗
根
さ
ん
。
そ
の
苦
し
さ

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
一
緒
に
勉
強
し
て

い
た
仲
間
の
支
え
や
、
先
生
の
存
在
が
大
き
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。「
本
来
は
私
が
受
け
れ
る
よ

う
な
レ
ベ
ル
の
試
験
で
は
な
い
の
で
す
が
、
基

礎
中
の
基
礎
か
ら
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
あ
き

ら
め
な
い
で
手
取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
先
生
が
い
な
け
れ
ば
合
格
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、
感

慨
深
そ
う
に
語
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
合
格
し
て
も
す
ぐ
に
気
象
予
報
士

と
し
て
の
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
東
京
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
仕
事
を

し
な
が
ら
各
局
を
回
り
、
自
ら
を
売
り
込
む

日
々
。
2
年
地
道
な
活
動
を
続
け
た
結
果
、
沖

縄
で
Ｑ
Ａ
Ｂ
の
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
受
け
合
格
。
そ
の
努
力
が
花
開
き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
視
聴
者
へ
お
天
気
を
伝
え
続
け
て

今
年
で
お
よ
そ
6
年
。
仲
宗
根
さ
ん
は
気
象
キ

ャ
ス
タ
ー
と
し
て
ず
っ
と
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。「
気
象
予
報
士
の
仕
事

は
情
報
を
分
析
し
て
正
確
に
伝
え
る
こ
と
で
す

が
、
う
み
ん
ち
ゅ
が
肌
感
覚
で
天
気
を
予
想
す

る
よ
う
に
、
そ
の
日
の
天
気
を
み
ん
な
が
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。
感
性
を
取
り
入
れ

伝
え
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」
と
仲
宗

根
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

3
分
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、
ど
う
し
た

ら
視
聴
者
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
仲
宗
根
さ
ん
。

そ
の
準
備
に
毎
日
9
時
間
以
上
を
費
や
し
、
一

切
妥
協
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
タ
レ
ン
ト
や
女
優
と

違
っ
て
、
表
舞
台
に
出
て
い
る
時
間
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
す
。
そ
れ
以
外
は
情
報
収
集
や
天
気

図
を
読
み
込
む
な
ど
終
始
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
時
間
の
ほ
う
が
長
い
ん
で
す
。
か
け
る

労
力
に
弱
音
を
は
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
〝
分
か
り
や

す
か
っ
た
〟
と
い
う
声
を
聞
く
と
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
」
と
仲
宗
根
さ
ん
は

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
「〝
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
を
面
白
く
し
た
い
〟
そ

の
思
い
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ
う
話
す

仲
宗
根
さ
ん
は
今
日
も
ま
た
空
を
見
上
げ
、
自

分
の
肌
で
天
気
を
感
じ
、
分
か
り
や
す
さ
と
親

し
み
や
す
さ
を
追
求
し
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側

の
視
聴
者
へ
天
気
を
伝
え
ま
す
。

　PROFILE
　仲宗根 朋美
浦添市港川出身。
好きな天気：秋晴れ
趣味：英語の勉強、映画鑑賞
煎茶道（静中庵流煎茶道 師範免許状）
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税
金
・
保
険
・
年
金

11
月
・
12
月
は
市
税
徴
収
強
化

月
間
で
す

問 

納
税
課

☎  

内
線
２
３
１
５
・
２
３
１
８

　

浦
添
市
で
は
、
11
月
と
12
月
を

「
市
税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
、
滞

納
者
に
対
し
て
沖
縄
県
と
共
に
市

税
の
徴
収
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
住
み
良
い
浦
添
市
を
つ

く
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
市
税
を
滞
納
す
る
と
…　
　
　

①チ

延
滞
金
・
督
促
状

　

法
律
の
定
め
に
よ
り
延
滞
金
の

加
算
や
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

以
降
は
延
滞
金
と
督
促
手
数
料
１

０
０
円
を
本
税
と
合
わ
せ
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②チ

納
付
の
呼
び
か
け

　

う
っ
か
り
忘
れ
や
、
何
ら
か
の

事
情
か
ら
納
付
で
き
な
か
っ
た
場

合
を
考
慮
し
、
文
書
・
電
話
な
ど
か

ら
、
自
主
納
付
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

③チ

滞
納
処
分
の
実
施

　

納
税
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
談
・
納
付
が
な
い
場
合
は
、

地
方
税
法
・
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

よ
り
、
や
む
を
得
ず
滞
納
処
分
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
財
産
調
査

　

金
融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
な

ど
に
対
し
て
、
照
会
・
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

●
差
押
え

　

土
地
、
建
物
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
、
自
動
車
、
動
産
な
ど

の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。

※
差
押
え
に
伴
い
、
自
動
車
の
ミ

ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
換
価
・
充
当

　

差
押
え
財
産
の
公
売
、
差
押
え

た
債
権
の
現
金
化
を
行
い
、
滞
納

税
へ
充
当
し
ま
す
。
滞
納
処
分
は
、

滞
納
税
が
な
く
な
る
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

■
市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
年
自

動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ

ま
す
。（
口
座
解
約
な
ど
を
除
く
）

■
事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　

病
気
や
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
か
ら
期
限
内
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
納
税
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
等
封
筒
の
広
告

主
募
集

問 

市
民
税
課

☎  

内
線
２
２
１
１

１チ　

広
告
掲
載
場
所

平
成
31
年
度
に
発
送
の
浦
添
市
納

税
通
知
書（
市
県
民
税
・
軽
自
動
車

税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

税
）
封
筒
裏
面
約
12
万
４
千
通（
縦

６
㎝
×
横
８
㎝
）

２　

広
告
料
の
最
低
募
集
価
格チ

　

８
万
６
８
０
０
円（
税
別
）

３　

募
集
方
法

「
申
込
書
」「
広
告
原
稿
」
等
の
提

出
を
求
め
ま
す
。

４　

募
集
期
間

11
月
１
日（
木
）
～
20
日（
火
）
午

後
５
時
ま
で（
必
着
）

ƝẐᲩ⢡᮪ሤᵱ
ଖᵺǽ౺؞˩ܝ
⮥

ね
ん
き
ん
月
間
お
よ
び
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト

問 

市
民
課

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

■
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金
機
構

は
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
将
来

の
生
活
設
計
な
ど
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？　

■
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用

　

加
入
状
況
や
将
来
も
ら
え
る
年

金
試
算
額
は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

確
認
で
き
ま
す
。（
日
本
年
金
機
構

ƝఞྍǗǺΒǕ⅋ؔ⟥ǽɧɱʀɂɵɋȷ

　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にありますが、被保険者一
人当たりの医療費は年々増加傾向にあります。平成 29 年度の一人当たり
医療費は32万 7168 円となっており、平成 25年度と比較すると、５万５５
８円増加しています。

　年代別では、25歳頃から糖尿病や高血圧症、脂質異常症などの生活習慣
病が増え始め、30歳以降に心筋梗塞、脳内出血、脳梗塞、腎不全や大腸が
ん、肺がんなど、生活習慣病が原因と言われている病気が増加しています。
　病気の予防には、日頃からの健康管理が大切です。特定健診・がん検診
を受けて今の健康状態を知り、食生活の見直しや禁煙、適度な運動を心掛
け、健康長寿を目指しましょう。

国民健康保険一人当たり

ක≮⾌ߣߥߓ࡯ߢ߇㨨ん㧋
　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にありますが、被保険者一

平成29年度 年代別 1人当り医療費

費
用
額
（
円
）

国民健康保険課 給付係（内線 3715・3716）

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

30歳以降
から
増加傾向

0
-4
歳

5
-9
歳

10
-14
歳

15
-19
歳

20
-24
歳

25
-29
歳

30
-34
歳

35
-39
歳

40
-45
歳

46
-49
歳

50
-54
歳

55
-59
歳

60
-64
歳

65
-69
歳

70
-74
歳

年
代

1 人当り
の費用額

国保1人当たり医療費
1
人
当
た
り
費
用
額
（
円
）

年
間
平
均
被
保
険
者
数
（
人
）

340,000
330,000
320,000
310,000
300,000
290,000
280,000
270,000
260,000
250,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
平成25
年度

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

276,610
35,014

293,409
33,807

298,458
32,718

309,119
30,942

327,168
29,162被保険者数

費用額

税
を
考
え
る
週
間

問 

北
那
覇
税
務
署

☎  

（
８
７
７
）
１
３
２
４

　

毎
年
11
月
11
日
～
17
日
を「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的

に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
の
テ
ー

マ
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
と
し
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

③
講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団

体
等
と
の
連
携

④
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な

ど
へ
の
国
税
庁
の
取
組

⑤
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
向

け
た
国
税
庁
の
取
組

年
末
調
整
説
明
会

問 

北
那
覇
税
務
署

☎  

（
８
７
７
）
１
３
２
４

　

年
末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等

の
作
成
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日（
火
）　

午
前
10

時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
劇
場
棟

　

な
お
、
年
末
調
整
の
仕
方
は
、

北
那
覇
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ
ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。Ɲ年቉☈ᄏ

月曜日～金曜日10時55分～“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

で
の
ご
利
用
登
録
が
必
要
）
ま
た
、

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え

な
い
場
合
は
、
市
役
所
で
も
確
認

が
で
き
ま
す
。（
本
人
確
認
書
類
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。）

農
業
者
の
皆
さ
ん
老
後
の
備
え

は
万
全
で
す
か
？

問 

産
業
振
興
課

☎  

内
線
３
１
６
３

問 

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
浦
添
支
店
組

合
員
課

☎  

（
８
７
８
）
６
５
５
２

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
図
り
、
農
業
従
事
者
の
確
保
を

目
的
に
し
た
制
度
で
す
。
こ
の
年
金

は
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式

の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

●
保
険
料
額
は
生
活
設
計
に
合
わ

せ
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。（
月
額

２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間
で
、

千
円
単
位
）

●
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証
。

●
公
的
年
金
の
た
め
、
支
払
っ
た

保
険
料
は
税
申
告
の
際
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
が
で
き
有
利
で
す
。

●
農
業
者
へ
の
手
厚
い
政
策
支
援

が
あ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

人
は
支
払
保
険
料
に
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
。

【
加
入
要
件
】

●
年
齢 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
。

●
国
民
年
金
要
件　

国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
同
年

金
の
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
。

●
農
業
従
事
上
の
要
件　

年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

「
市
民
便
利
帳
」
の
発
行

問 

国
際
交
流
課

☎  

内
線
２
６
１
３
・
２
６
１
４

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で「
浦

添
市　

市
民
便
利
帳
」
を
発
行
し

配
布
し
ま
す
。

　

市
民
便
利
帳
は
、
行
政
情
報
を

軸
に
市
の
歴
史
・
文
化
・
観
光
、
防

災
、
医
療
機
関
の
情
報
な
ど
、
生

活
に
密
着
す
る
き
め
細
か
い
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
全
１
０
4
ペ
ー
ジ

の
情
報
誌
で
す
。

配
布
期
間　

11
月
中

※
地
域
に
よ
っ
て
配
布
時
期
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

配
布
先　

市
内
す
べ
て
の
世
帯
お

よ
び
転
入
世
帯

費
用　

無
料

資
源
ご
み
分
別
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
正
し
い
出
し
方

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

浦
添
市
で
は
資
源
ご
み
分
別
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に

お
い
て
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び
ん
に
ふ
た

が
付
い
た
ま
ま
出
さ
れ
た
場
合
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
一
つ
一
つ

取
り
外
す
と
い
う
大
変
な
作
業
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
中
に
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
、

再
資
源
化
で
き
な
い
と
い
う
理
由

で
、
再
生
業
者
が
引
き
取
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
を
空
で
出

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
出
し
方　

資
源
ゴ
ミ

の
容
器
類
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
び
ん
・
缶
で
す
。

出
し
方　

ふ
た
を
と
り
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
、
金
属
は

燃
え
な
い
ご
み
へ
）
、
ラ
ベ
ル
を

外
し
、
中
を
水
で
す
す
い
で
か
ら
、

ま
と
め
て
容
器（
カ
ゴ
・
バ
ケ
ツ
な

ど
）
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ɲ✇ᛠǣȎո֌ɿ
ɢɋɐɤɐɳǽ
ᓺǦǓլǦᅀ

【問い合わせ先】
環境保全課（内線 3218）

■服装等…帽子・長袖・長ズボン・長靴でご参加ください。草刈り鎌をお持ちの人は、ご持参ください。
■駐車場…浦西中学校運動場の一部、遊歩道

ボランティアしてみませんか？第17回

牧港川クリーンアップ作戦
　牧港川クリーンアップ作戦は、市民・事業者・民間団体および行政が「協働」して
清掃活動を行うものです。活動をとおして広く市民に牧港川の現状を知ってもら
い、みんなに親しまれる川にするために実施します。前回（平成 28 年度）の開催で
は、301 人ものみなさんの参加がありました。今年も、多くの市民のみなさんのご参
加をお待ちしています。地域の川は、地域で守っていきましょう！みんなの力で、牧港
川に清流を取り戻しましょう！

11月18日（日）　午前9時～午前11時頃期 日

場 所

※中止の場合は11月16日（金）の午後 3時頃までにホームページでお知らせします。

牧港川上流域（浦西中学校周辺）※下図参照

牧港川クリーンアップ
作戦実施エリア

▲
宜
野
湾
市

前
田・首
里
▼

浦西団地▶

●
当山小学校

◀浦添城跡・当山の石畳へ

牧港川

集合場所
浦西中学校
体育館裏

当山の石畳

県
道
2
4
1
号

※車でのご来場は正門からご入場ください。また、駐車場には
　限りがありますので、できるだけ乗り合わせでご来場ください。
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☎（
9
1
7
）
2
2
6
8

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

て
ぃ
だ（
神
森
中
学
校
区
）

　

☎（
8
7
0
）
0
1
5
0

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

さ
っ
と
ん（
浦
添
中
学
校
区
）

　

☎（
8
7
7
）
3
1
0
3

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
い
ま
ぁ
る（
浦
西
中
学
校
区
）

　

☎（
９
１
７
）
5
3
2
0

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政

相
談

問 

市
民
生
活
課

☎  
内
線
３
０
１
２

　

市
で
は
、
総
務
大
臣
に
委
嘱
さ

れ
た
３
人
の
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
秋
の
行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
、
行
政
に
関
す
る
こ

と
全
般（
医
療
保
険
・
年
金
・
老
人

保
健
・
福
祉
・
雇
用
な
ど
）
で
す
。

日
時　

11
月
８
日（
木
）
午
後
1
時

～
午
後
5
時（
予
約
不
要
）

場
所　

市
役
所
１
階 

市
民
相
談
室

※
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問 

消
防
本
部　

予
防
課

☎  

（
8
7
8
）
3
9
8
2

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ

ホ
に　

火
の
確
認
」

の
み
処
理
し
て
い
ま
す
。
合
併
処

理
浄
化
槽
の
場
合
、
ト
イ
レ
の
汚

水
と
一
緒
に
風
呂
場
や
台
所
な
ど

の
生
活
雑
排
水
も
処
理
で
き
、
水

質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
と
て
も

有
効
で
す
。

　

浦
添
市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
設
置

費
用
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
既
設
の
単
独
処

理
浄
化
槽
を
撤
去
し
て
新
た
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
は
、
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い
。（
工
事
着
工
後
の
申
請

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

対
象
地
域　

下
水
道
の
整
備
が
7

年
以
上
見
込
ま
れ
な
い
区
域
お
よ

び
相
当
の
期
間
を
要
す
る
区
域

対
象
施
設　

10
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
は
介
護
の
日

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
８
１
〜
３
５
９
６

　

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家

族
、
介
護
従
事
者
を
支
援
し
、
地

域
社
会
に
お
け
る
支
え
あ
い
や
交

流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び

利
用
者
が
作
成
し
た
作
品
展
示

期
間　

11
月
５
日
（
月
）
～
９
日

（
金
）

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

利
用
者
に
よ
る
出
し
物

●
合
同
コ
ー
ラ
ス

日
時　

11
月
6
日（
火
）
正
午

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

●
フ
ラ
ダ
ン
ス

日
時　

11
月
８
日（
木
）
正
午

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
の
紹
介

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
3
5
4
2

■
高
齢
者
虐
待
と
は

●
身
体
的
虐
待

　

高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行

を
加
え
る
こ
と

●
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
ま
た
は
長
時
間
の

放
置
、
そ
の
他
養
護
す
べ
き
義
務

を
著
し
く
怠
る
こ
と

●
心
理
的
虐
待

　

高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
、

ま
た
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、

そ
の
他
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与

え
る
言
動
を
行
う
こ
と

●
性
的
虐
待

　

高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
、
ま
た
は
高
齢
者
に
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

●
経
済
的
虐
待

　

高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分

す
る
こ
と
、
そ
の
他
高
齢
者
か
ら
不

当
に
財
産
上
の
利
益
を
え
る
こ
と

■
高
齢
者
虐
待
の
相
談
窓
口　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

み
な
と
ん（
港
川
中
学
校
区
）

　

☎（
8
7
6
）
3
7
1
0

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
仁
」（
仲
西
中
学
校
区
）

浄
化
槽
の
維
持
管
理

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

浄
化
槽
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る
汚

水
を
キ
レ
イ
な
水
に
変
え
る
装
置
で

す
。
水
洗
ト
イ
レ
で
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
家（
接
続
し
て
い
る
場

合
は
下
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
す
）

は
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
維
持
管
理
を
怠
る
と
浄
化
槽

の
機
能
が
低
下
し
て
臭
い
が
出
た

り
、
最
悪
の
場
合
あ
ふ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、

●
年
に
一
回
以
上
の
汲
み
取
り
を

●
年
に
一
回
は
法
定
検
査
を

必
ず
次
の
業
者
に
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

付
近
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理

を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

◇
法
定
検
査
機
関

　
（
社
）
沖
縄
県
環
境
整
備
協
会　

　

☎（
８
３
５
）
８
８
３
３

◇
汲
み
取
り
業
者

　
（
株
）
イ
チ
ゴ

　

☎（
８
７
５
）
０
８
０
１

　

山
川

　
☎
０
９
０（
３
３
２
８
）９
７
３
８

◇
し
尿
・
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
相
談

　

浦
添
市
環
境
保
全
課

　

☎
内
線
３
２
１
２

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

市
内
で
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
の
一
部
が
未
だ
単
独
処
理

浄
化
槽
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の
汚
水

※パネル展以外のイベントは事前申込が必要ですので、詳しくは問い合わせください。   

介護予防パネル展 11 月12日（月）～
16日（金）

浦添市役所１階
ATM前広場

歯科衛生士学校生による歯科教室
～お口は全身の健康のもと～

11 月9日（金）
午前 10時～正午

中央公民館 2階
第 1研修室

認知症予防講話・
コグニサイズ体験会

11 月 29日（木）
午後 2時～午後 3時 30分

浦添市
地域福祉センター

生きいき健康クラブ
体験・見学会

11 月 12日（月） ～
14日（水）、16日（金）

牧港・屋富祖・沢岻・
当山・経塚公民館

いきいき100歳体操体験会 11 月 15日（木）
午前 10時～午前 11時 屋富祖公民館

認知症予防講話・
コグニサイズ体験会

11 月 8日（木）
午後 2時～午後 3時 30分

浦添グリーンハイツ
公民館

ピラティス合同研修会 11 月 19日（月）
午後 2時～午後 4時

中央公民館
３階ホール

イベント内容 開催日時 場　　所

は
さまざまな介護予防普及啓発イベントを開催します。

この機会に介護予防に取り組みましょう。

介護予防月間11月

●対象/65 歳以上の人  ●費用/無料
 ●問い合わせ/いきいき高齢支援課 ☎３５３１～３５３４

（
今
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

11
月
９
日
（
金
）
～
15
日
（
木
）

ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
火
災
予

防
啓
発
市
内
広
報
や
市
内
事
業
所

へ
の
立
入
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
火
災
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
火
災
発
生
に
は
十
分
注
意

し
、
な
お
一
層
の
防
火
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！

問 

浦
添
警
察
署　

☎   

（
8
7
5
）
0
1
1
0

　

平
成
30
年
8
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に

警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る
重
要
指

名
手
配
被
疑
者
を
始
め
と
し
て
、

約
6
6
0
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強

盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の

事
件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て

お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
要
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

女
性
を
守
る
あ
い
う
え
お

問 

浦
添
警
察
署 

生
活
安
全
課

☎  

（
８
７
５
）
０
１
１
０

　

（
内
線
２
６
４
）

　

浦
添
署
で
は
、
女
性
を
対
象
と

し
た
性
犯
罪
な
ど
の
未
然
防
止
を

目
的
と
し
て
、「
女
性
を
守
る
あ
い

う
え
お
」
を
励
行
し
て
い
ま
す
。

第
58
回 

沖
縄
県
身
体
障
害
者

福
祉
展

問 

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎  

（
８
５
１
）
３
４
５
５

　

障
害
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
社
会
経
済
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
県
内
の
身
体
障
が
い
者
・
知
的

障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
に
よ
る

制
作
品
お
よ
び
授
産
製
品
を
展
示

し
ま
す
。

作
品
展
示
期
間　

11
月
14
日（
水
）

～
17
日（
土
）　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時（
16
日
の
み
午
後
７
時
ま

で
）
最
終
受
付
は
閉
館
30
分
前

場
所　

浦
添
市
美
術
館　

講
堂
・
企

画
展
示
室
１
・
企
画
展
示
室
２

リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ

ン
2
0
1
8
沖
縄
う
ら
そ
え

問 

R
F
L
ジ
ャ
パ
ン
沖
縄
う
ら

そ
え
実
行
委
員
会
、
日
本
対
が

ん
協
会

☎  

0
7
0（
1
9
4
9
）3
6
1
3

　

が
ん
患
者
支
援
・
が
ん
啓
発
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
者
で
つ

な
ぐ
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
。

日
時　

11
月
10
日（
土
）
正
午
～
11

日（
日
）
正
午

場
所　

て
だ
こ
広
場（
て
だ
こ
ホ
ー

ル
前
広
場
）

第
５
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

問 

浦
添
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
と
ん

☎  

（
８
７
９
）
１
０
０
０

　

介
護
を
応
援
す
る
総
合
福
祉
展
、

福
祉
用
具
の
展
示
、
体
験
、
セ
ミ

ナ
ー
、
劇
、
介
護
相
談
な
ど

日
時　

11
月
25
日（
日
）
午
後
１
時

～
午
後
５
時

場
所　

浦
添
市
立
浦
西
中
学
校
体

育
館

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

費
用　

無
料

　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
１
月
開
講
》
障
害
者
委
託
訓

練
生
募
集

問 

浦
添
職
業
能
力
開
発
校

☎  

（
8
7
9
）
2
5
6
0

　

沖
縄
県
が
実
施
す
る
職
業
能
力

の
開
発
を
目
的
と
し
た
、
職
業
訓

練
生
募
集
の
案
内
で
す
。

対
象　

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が

い
、
発
達
障
が
い
な
ど
の
人

※
知
的
障
が
い
、
設
備
の
関
係
上

車
椅
子
の
人
は
対
象
外

コ
ー
ス
名　

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

科（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
実
践
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト　

検
定
対
策
）

日
時　

平
成
31
年
1
月
４
日（
金
）

～
３
月
29
日（
金
）

場
所　

㈱
ワ
イ
エ
ム
シ
ィ（
那
覇
市

首
里
汀
良
町
１
丁
目
37
番
地
）

費
用　

受
講
料
無
料（
保
険
料
・
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

■平成 30 年度「国民健康保険税」および「後期高齢者医療保険料」第５期納期限
平成 30 年度『国民健康保険税』および『後期高齢者医療保険料』第５期の納期限は 11月 30 日（金）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第 2 係（内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係（内線３７１２）

オレンジリボンキャンペーン
「児童虐待防止パネル展」を「女性に対する暴力を
なくす運動パネル展」と合同で開催します。

11月1日（木）～30日（金）
市役所１階市民ロビー

●沖縄県中央児童相談所
　☎（８８６）２９００
　１８９（短縮ダイヤル）

日　時
場　所

11月は児童虐待防止推進月間です

　通告は、直接虐待をしているとこ
ろを目撃していない場合でもできま
す。おかしいなと感じたら相談・通
告してください。相談・通告した人
の秘密は守られます。間違っていた
からといって責められたり、罰を受
けることはありません。

浦添市では虐待相談件数が、平成 29年度は55件あり、
主たる虐待者は実父母 51件でした。

浦添市こども家庭課　☎（内線７３１３・７３２６）

●浦添警察署
　☎（８７５）０１１０
　※緊急性を感じたら１１０番
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定
員　

10
人

募
集
期
間 

11
月
1
日（
木
）
～
22

日（
木
）

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

問 
自
動
車
事
故
対
策
機
構
沖
縄

支
所

☎  

（
９
１
６
）
４
８
６
０

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
脳
・
脊

髄
・
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
た
こ

と
か
ら
重
度
な
後
遺
障
害
が
残
り
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
人
に
対
し
、
介
護
料
を
支
給
し

て
い
ま
す
。（
月
額
2
万
9
2
9
0

円
～
13
万
6
8
8
0
円
）
※
介
護

保
険
・
労
災
保
険
の
介
護（
補
償
）

給
付
等
と
の
併
給
不
可
。

子
育
て
・
教
育

第
13
回
児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

問 

こ
ど
も
政
策
課　

わ
ん
ぱ
く
係

☎  

内
線
3
6
4
6

　

浦
添
市
に
は
、
各
小
学
校
区
に

１
つ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
と
そ

の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
、
遊
び

を
中
心
と
し
た
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
児
童
セ
ン
タ
ー

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に

「
第
13
回
児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち　

12
月
1
日（
土
）

場
所　

市
内
11
児
童
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

時
間
帯
や
内
容
は
各
中

学
校
区
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り

の
児
童
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
伝
え
た
い
市
民
講
座

〈 

全
５
回 

〉

問 

教
育
総
務
課

☎  

内
線
６
０
６
２

第
4
回「
こ
の
子
、
何
考
え
て
る
の

か
し
ら
？
～
今
日
の
沖
縄
を
生
き

る
少
年
少
女
の
こ
こ
ろ
～
」

　

身
近
な
Ｑ
＆
Ａ
を
通
し
て
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
の
コ
ツ

を
お
伝
え
し
ま
す
。
思
春
期
の
心

も
見
え
て
き
ま
す
。

講
師　

片
本 

恵
利 
氏　
（
沖
縄
国

際
大
学
総
合
文
化
学
部　

人
間
福

祉
学
科
教
授
）

日
時　

11
月
22
日
（
木
）
午
後
７ 

時
～
午
後
９
時

場
所　

浦
添
市
中
央
公
民
館　

３

階
大
ホ
ー
ル

対
象　

浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
教
育
総

務
課
で
申
し
込
み《
先
着
１
0
０
人

ま
で
》　

参
加
費　

無
料

保
育
士
「
見
え
る
化
」
求
人

説
明
・
面
接
会

問 

保
育
課　

認
定
係

☎  

内
線
３
６
２
３

日
時　

11
月
17
日（
土
）
午
後
1
時

～
午
後
4
時

場
所　

市
役
所
９
階
講
堂
・
展
望

ロ
ビ
ー

参
加
対
象

①
保
育
士
資
格
あ
り
、
市
内
保
育

園
へ
就
職
を
希
望
す
る
人

②
保
育
士
資
格
を
3
月
末
に
取
得
予

定
で
保
育
園
へ
就
職
を
希
望
す
る
人

③
保
育
士
の
仕
事
に
興
味
・
関
心

を
お
持
ち
の
人

主
催　

浦
添
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

那
覇（
那
覇
公
共
職
業
安
定
所
）

後
援　

沖
縄
県
保
育
士
保
育
所
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
、
浦
添
市
法
人

保
育
連
絡
協
議
会

Ɲᆑ年ಏǽЄ₝ॲǃ╀ǗȚكǄⰢယ◻ᅽΉ

平
成
31
年
度
臨
時
保
育
士
募
集

問 

保
育
課

☎  

内
線
3
6
2
6

業
務
内
容　

公
立
保
育
所
入
所
児

童
の
保
育
業
務

期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日（
月
）

～
約
半
年
間　

※
更
新
予
定
有

場
所　

内
間
保
育
所
、
大
平
保
育

所
、
宮
城
ヶ
原
保
育
所　

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
も
の　

募
集
期
間　

平
成
31
年
1
月
31
日

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

（
木
）
ま
で

提
出
書
類

①
浦
添
市
臨
時
職
員
任
用
申
込
書

②
保
育
士
証
の
写
し

提
出
先　

保
育
課（
郵
送
可
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

※
勤
務
時
間
、
報
酬
等
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助　

入
学
準
備
金
の

支
給

問 

学
校
教
育
課

☎  

内
線
6
5
1
3

　

就
学
援
助
該
当
者
の
う
ち
平
成

31
年
4
月
に
小
中
学
校
に
入
学
予

定
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
対
し
、

入
学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
子
さ
ん
が
中
学
校
入

学
予
定
の
保
護
者
で
、
今
年
度

の
就
学
援
助
認
定
者
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
請
期
間　

11
月
12
日（
月
）
～
12

月
14
日（
金
）

申
請
場
所　

市
役
所
７
階
学
校
教

育
課
窓
口

※
支
給
要
件
や
金
額
等
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
学
校
教
育
課

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
市
立
幼
稚
園
・

市
立
認
定
こ
ど
も
園
臨
時
教

諭
募
集

問 

学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
６
７

募
集
期
間　

11
月
1
日（
木
）
～
16

日（
金
）

任
用
期
間　

平
成
31
年
4
月
～
平

成
32
年
３
月
※
更
新
有
り

給
与　

●
実
務
経
験
未
経
験

：

日
給
9
千
円

●
実
務
経
験
３
年
以
上

：

日
給
９

５
０
０
円

●
実
務
経
験
７
年
以
上

：

日
給
１

万
円

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接
審
査

申
込
方
法　

募
集
期
間
中
、
任
用

申
込
書
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
の

際
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
募
集

問 

こ
ど
も
家
庭
課　

母
子
保
健

係
（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

☎  

（
8
7
5
）
2
1
0
0

　

地
域
の
子
育
て
応
援
団
で
あ
る

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
活
動
内
容
】

〇
乳
幼
児
健
診
な
ど
、
母
子
保
健

事
業
へ
の
協
力

〇
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
未
受
診
の
家
庭
へ
の
訪
問

〇
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

第
２
回
お
し
ご
と
カ
ー
ニ
バ
ル

Ｉ
Ｎ　

う
ら
そ
え
市

問 

浦
添
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
協

議
会

☎  

（
９
５
９
）
２
９
７
５

　

市
内
事
業
所
が
集
ま
り
子
ど
も

達
向
け
に
お
仕
事
体
験
の
出
来
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日（
金
）
午
後
１
時

～
午
後
５
時

場
所　

市
役
所
１
階
お
よ
び
９
階

ロ
ビ
ー

対
象　

浦
添
市
内
全
小
学
校
３
年

生
～
６
年
生

費
用　

無
料

定
員　

２
０
０
人
～
３
０
０
人

申
し
込
み　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
期
間　

11
月
16
日（
金
）
ま
で

ƝǙǦǣǷȳʀ
ɓɘɳチףڹᨃ
⡛ሤ

第
22
回
沖
縄
県
産
業
教
育
フ
ェ

ア　

高
校
生
美
ら
産
フ
ェ
ア

問 

沖
縄
県
立
南
部
農
林
高
等
学
校

運
営
事
務
局

☎  

（
８
５
０
）６
０
０
６

担
当
：
與
那
原

　
「
わ
れ
ら
の
技
術　

受
け
継
ぐ
伝

統　

新
た
な
未
来
へ
の
可
能
性
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
徒
の
作
品

展
示
・
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
な
ど
、

企
画
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　

A
N
A 

A
R
E
N
A 

浦
添

（
浦
添
市
民
体
育
館
）

料
金　

無
料

平成31年2月2日　 ・3日

第18回

※土曜日サンセットコース及び日曜日20kmコース参加者は身分証をご持参ください。
※無料ジューシーの配布はございませんので、あらかじめご了承ください。

20ｋｍ　　　　　　
10ｋｍ　　　　
５ｋｍ　　　
３ｋｍ　　

午前７時45分
午前８時45分
午前９時45分
午前10時45分

午前８時
午前９時
午前10時
午前11時

コース 出発式 スタート2/3
日

30ｋｍ　　　　　
10ｋｍ　　　　　
５ｋｍ
３ｋｍ　　

午前７時15分
午前８時45分
午前９時45分
午前10時45分

午前７時30分
午前９時
午前10時
午前11時

コース 出発式 スタート2/2
土

コースは両日で全９コース！
「浦添八景コース」での歴史ガイドで浦添の歴史を
学びながらウォーキングを楽しむことができます。

※市役所本庁舎での申し込みはありません。

てだこの都市・浦添「あまくま歩っちゅん浪漫ウォーク」
実行委員会（観光振興課内）　
☎ （876）1234（内線 3166～3169）　FAX（876）9467

うらそえツーデーマーチ

2 2 3

てだこウォーク
2019

土 日
【場　所】ANA SPORTS PARK 浦添
　　　　（浦添運動公園）近隣 ※雨天決行

１日参加 1,000円／両日参加 1,500円
100円（両日参加可能）
無料

大　　　人
高校生以下
幼稚園以下

１日参加 1,500円／両日参加 2,000円
200円（両日参加可能）
無料

大　　　人
高校生以下
幼稚園以下

参
加
料

事
前
受
付
当
日
受
付

①直接窓口　•ANA ARENA 浦添 （浦添市民体育館）１F
　　　　　　•ANA まじゅんらんど 浦添（浦添市温水プールまじゅんらんど）
　　　　　　•浦添市観光協会（浦添産業振興センター結の街4F）

②スポーツエントリー
    http://spoen.net ファミリーマート店内 Fami ポート

●ステージイベント
●婚活ウォーク「歩婚」
●飲食ブースなど

問い
合わせ

●出発式 /午後４時 50分（屋富祖公民館）
●料　金 /大人 1,500 円（500円分飲食券付）
　　　　　高校生以下 100円
 

～キャンプキンザーを巡る5km～
サンセットコース

●
●サンセットコース

Happy屋富祖ま
つりコラボ企画

1HZ�

2月2日（土） 午後5時スタート！

ク

ANA SPORTS PARK 浦添

申し込み開始

11/5 月

お問合せ先

Ɲᆑ年ಏǽǙǦǣǷȳʀɓɘɳ リワ
ǕȘǬǗల
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浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浦
添
市
文
化
協
会　

第
37
回

文
化
祭

問 
浦
添
市
文
化
協
会

☎  

（
８
７
８
）
４
５
５
３

　

文
化
協
会
の
各
部
会
に
よ
る
展

示
、
舞
台
を
披
露
し
ま
す
。
美
術

館
で
は
書
道
、
美
術
の
展
示
、
ぶ

く
ぶ
く
茶
の
体
験
教
室
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
展
示
部
門
】

日
付　

11
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

場
所　

浦
添
市
美
術
館

【
舞
台
部
門
】

日
付　

11
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

場
所　

て
だ
こ
ホ
ー
ル

※
舞
台
部
門
の
み
千
円（
期
間
中
共

通
券
）

浦
添
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
王
国
ま

つ
り
（
第
43
回
日
本
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
沖
縄
大
会
）

問 

㈱
琉
球
コ
ラ
ソ
ン
事
務
局

☎  

（
９
１
７
）
２
３
４
７

問 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎  

内
線
６
１
６
１

　

本
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

琉
球
コ
ラ
ソ
ン
が
参
戦
す
る
日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
沖
縄
大
会

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を「
浦
添
市
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
王
国
ま
つ
り
」
と
称
し
、

市
を
あ
げ
応
援
し
て
い
ま
す
。

試
合
日
程

琉
球
コ
ラ
ソ
ン
v
s
湧
水
製
薬

11
月
10
日（
土
）
午
後
６
時
開
始

琉
球
コ
ラ
ソ
ン
v
s
ト
ヨ
タ
車
体

11
月
11
日（
日
）
午
後
３
時
30
分
開
始

会
場　

Ａ
Ｎ
Ａ 

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ 

浦
添

（
浦
添
市
民
体
育
館
）

観
戦
料　

大
人
１
７
０
０
円　

18

歳
以
下
７
０
０
円

※
当
日
券
３
０
０
円
増
し

※
幼
稚
園
生
以
下
無
料

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
場
所

㈱
琉
球
コ
ラ
ソ
ン
事
務
局

県
内
各
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
ｅ
＋

（
イ
ー
プ
ラ
ス
）

※
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
予

約
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
予
約

券
を
お
持
ち
の
人
は
、
前
売
り
料

金（
当
日
受
付
精
算
）
で
観
戦
で
き

ま
す
。

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

問 

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会 

事
務
局
（
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

☎  

内
線
６
１
６
３
〜
６
１
６
４

　

プ
ロ
の
音
楽
家
が
市
内
自
治
会

を
ま
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
身

近
な
公
民
館
で
素
敵
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

無
料

演
奏
内
容　

弦
楽
四
重
奏

●
牧
港
自
治
会
・
市
街
地
住
宅
自

治
会（
共
同
開
催
）

牧
港
自
治
会　

☎（
８
７
９
）
６
３

７
３
／
市
街
地
住
宅
自
治
会
☎（
８

７
５
）
１
９
９
６

日
時　

11
月
11
日（
日
）
午
後
２
時

半
開
演（
開
場 

午
後
２
時
）

場
所　

牧
港
公
民
館

●
浦
添
ハ
イ
ツ
自
治
会　

☎（
８
７
７
）
１
６
３
３

日
時　

11
月
25
日（
日
）
午
後
７
時

開
演（
開
場 

午
後
６
時
30
分
）

場
所　

浦
添
ハ
イ
ツ
公
民
館

そ
の
他

臨
時
職
員
募
集

問 

職
員
課　

人
事
係

☎  

内
線
２
０
６
１

募
集
職
種

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
、
建
築
職
、
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
臨
床
心
理
士
ほ
か

賃
金
一
般
事
務
（
日
額
６
４
５
６

円
）、
建
築
職
お
よ
び
土
木
職（
資

格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
保

育
士（
日
額
１
万
円
※
短
時
間
勤
務

は
時
給
１
０
７
７
円
）、
社
会
福
祉

士（
日
額
９
３
５
１
円
）、
介
護
支

援
専
門
員（
日
額
９
３
５
１
円
）
臨

床
心
理
士（
１
万
円
）
な
ど

通
勤
手
当　

日
額
１
０
０
円（
通
勤

距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の
者
）

任
用
期
間　

６
か
月
以
内（
更
新
あ

り
の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て

最
長
１
年
）

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
随
時

受
付

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係（
市
役
所
８
階
）
へ

提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は
職

員
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
応
募
さ
れ
て
も
欠
員
の
状
況
に

よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

西
海
岸
開
発
に
伴
う
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
許
可
募
集

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
１
・
３
２
１
２

　

西
海
岸
開
発
に
伴
い
新
た
に
で
き

た
地
域
の
一
般
廃
棄
物
収
集
業
許
可

を
受
け
た
い
者
を
公
募
し
ま
す
。

新
規
許
可
数　

１
者

募
集
期
間
・
要
項
配
布　

11
月
１

日（
木
）
～
21
日（
水
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後

５
時
15
分

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
養
蚕
絹
織
物
施
設
サ
ン
・
シ

ル
ク
」
イ
ベ
ン
ト
案
内

問 

養
蚕
絹
織
物
施
設
サ
ン
・
シ

ル
ク

☎  

（
９
４
３
）
３
４
６
９

　

蚕
の
飼
育
や
糸
挽
き
、
機
織
の

様
子
な
ど
、
織
物
が
で
き
る
ま
で
の

一
貫
し
た
生
産
過
程
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
う
ら
そ
え
織
・
桑
商

品
の
販
売
会
も
同
時
開
催
。
当
日

限
り
の
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日（
日
）　

午
前
９

時
～
午
後
４
時

イバノは安く、種類も豊富。
おいしいを発見できる！

編
集
後
記

場
所　

養
蚕
絹
織
物
施
設
サ
ン
・

シ
ル
ク
（
い
な
ん
せ
会
館
隣
り
）

申
し
込
み
　
不
要

事
業
主
向
け
雇
用
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

問 

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎  

（
９
４
１
）
２
０
４
４

　

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
雇
用
関
係
助
成
金（
助
成

金
活
用
・
労
務
管
理
・
就
業
規
則
な

ど
）、
採
用
支
援（
求
人
方
法
の
見

直
し
や
定
着
す
る
人
材
確
保
な
ど
）、

正
規
雇
用
化（
正
社
員
転
換
に
伴
う

制
度
導
入
や
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
）、
雇
用
全
般
の
お
悩
み
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
を
は
じ
め
、

各
分
野
の
専
門
家
が
、
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。

　

随
時
セ
ミ
ナ
ー
や
巡
回
相
談
も

県
内
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
無
料
駐
車
場
有
り
。

Ɲ̗Ꮱ˩۹Ǡ⮦
᧸ᭀ☐᳷ۑǽǙ
᮪ȘǪ

「
浦
添
創
業
フ
ェ
ス
タ
」
イ
ベ

ン
ト
案
内

問 

浦
添
創
業
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

☎  

（
８
７
８
）
７
０
２
０

　

平
成
30
年
度
浦
添
市
創
業
者
定

着
支
援
委
託
事
業
と
し
て
、
浦
添

市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

が
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
発
表
を

行
い
ま
す
。
起
業
を
考
え
て
い
る

人
、
起
業
し
た
ば
か
り
の
人
向
け

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
有
り
。

日
時　

11
月
11
日（
日
）
午
後
１
時

～
午
後
６
時

場
所　

て
だ
こ
ホ
ー
ル
市
民
交
流
室

対
象　

創
業
・
起
業
な
ど
に
関
心

の
あ
る
人

入
場
料　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

【
発
表
者
】

①
真
栄
城チ

健
太
（
M
K 

s
t
y

l
e 

l
a
b
）

②
森チ

平
太（
絵
本
の
専
門
店
も
り

ほ
ん
や
）

③
松
川チ

友
樹（
三
愛
ネ
ク
ス
ト
）

④
鈴
木チ

ミ
ナ
子（
S
u
p
p
o
r
t 

P
a
r
e
n
t
i
n
g 

L
a
b
）

⑤
東
恩
納チ

英
樹（
か
い
ほ
う
東
建

株
式
会
社
）

⑥
真
栄
城チ

秀
人（
b
e 

C
o
l
o

r
f
u
l
）

⑦
許
田チ

裕
之（
庭
楽
n
i
w
a
r

a
k
u
）

お
き
な
わ
国
際
協
力・交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄

☎  

（
８
７
６
）
６
０
０
０

　

国
際
協
力
・
交
流
団
体
の
展
示

や
研
修
員
に
よ
る
舞
台
、
多
国
籍

屋
台
な
ど
、
世
界
が
感
じ
ら
れ
る

２
日
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
23
日（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
５
時
・
11
月
24
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2019年1月8日 火

時　間

ANA ARENA 浦添（浦添市民体育館）場　所

2,000円 参加費

【販売場所】

2019
浦添市

※祝賀会名簿への名刺掲載は名刺をご持参の上、12月4日（火）
までにチケットをお求めください。

午後3時～午後4時30分

【販売期間】 2018年11月6日（火）～2019年1月7日（月）
【販売場所】 浦添市役所4階秘書課、浦添商工会議所総務課、
　　　　　 または協賛団体の代表者からお求めください。

参加
チケット

※前売り・当日同額
（現金支払いのみ） 問い合わせ 

秘書課 ☎内線2562

本　社　沖縄県浦添市牧港四丁目14番17号
TEL（098）876-1111　FAX（098）876-4094

代表取締役社長　福  山    一  郎

沖
縄
も
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
風
、
日
増
し
に

早
く
な
る
夕
暮
れ
、
空
を
見
上
げ
る
と
き
れ
い

な
う
ろ
こ
雲
が
広
が
る
。
場
面
場
面
で
季
節
の

う
つ
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

に
な
る
自
分
。
意
外
に
そ
ん
な
感
覚
が
大
好

き
。
四
季
折
々
そ
の
時
々
で
し
か
感
じ
ら
れ
な

い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
日
々
過
ご
し
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。　
　

 　
（
上
江
洲
） 

今
年
は
台
風
の
当
た
り
年
で
す
ね
。
今
回

の
台
風
対
策
特
集
で
は
9
月
に
直
撃
し

た
台
風
24
号
の
被
害
状
況
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
が
普
及
し
た
今
は
、
外
に
で
な
く
て

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
で
被
害
状
況

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
停
電
と
共
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
来
ず
不
安
な
気
持
ち
で
過
ご
し
ま
し

た
。
災
害
は
き
て
か
ら
で
は
遅
い
、
事
前
に
準

備
し
た
り
家
族
で
話
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
大
事
だ
な
と
再
確
認
ま
し
た
。　
　
（
内
間
）

浦
添
市
役
所
前
に
あ
る
泉
州
市
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
獅
子
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
今

回
、
泉
州
市
の
特
集
を
し
て
、
あ
の
獅
子
の

口
の
中
に
あ
る
玉
が
動
く
と
初
め
て
知
り
ま

し
た
！
口
の
中
か
ら
取
り
出
せ
な
い
大
き
さ

な
の
に
コ
ロ
コ
ロ
転
が
り
、
ど
う
や
っ
て
作
っ

た
の
か
と
て
も
不
思
議
で
し
た
。
パ
ネ
ル
展
を

見
て
い
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
棚
原
）

敬
老
の
日
に
市
長
と
一
緒
に
慶
祝
訪
問
に

同
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り

が
元
気
だ
と
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
え
ま
す

ね
。
そ
う
い
え
ば
、
し
ば
ら
く
お
ば
ぁ
の
家
に

行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
す
ぐ
に

電
話
を
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
っ
子
で
頻
繁
に
会
い
に
行
っ
て
い
た
な

あ
と
、
仕
事
に
か
ま
け
て
会
い
に
行
け
て
い
な

い
自
分
に
反
省
で
す
。
今
度
の
正
月
は
、お
ば
ぁ

得
意
の
中
身
汁
を
飲
み
に
久
し
ぶ
り
に
行
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 　

 

（
上
原
）

み
な
さ
ん
、
泉
州
市
特
集
の
写
真
は
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
か
？
あ
ん
な
風
に
指
で

体
を
持
ち
上
げ
る
な
ん
て
…
び
っ
く
り
仰
天

で
す
。
浦
添
市
と
泉
州
市
が
、「
友
好
都
市
30

周
年
」
と
い
う
節
目
を
喜
び
合
い
、
絆
を
深
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
！
泉
州
市
へ
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
と
同
時
に
、
も
っ
と
浦
添
市
の
こ
と
を

紹
介
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
感
じ
る
三
日

間
で
し
た
♪　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
仲
里
）
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印

刷
／

株
式

会
社

池
宮

商
会

こ
の

印
刷

物
は

地
球

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。




